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7 月 1 日から中体連大会が始まります。昨年の大会終

了後に、悔しさと自分への期待を胸に新チームを結成して

から 1 年間、どの部もこの大会に向けて練習に励んでき

ました。その成果を存分に発揮する大会となります。   

大会当日は「緊張」や「不安」が自分の中で大きくなる

瞬間もあるでしょう。でも、それも含めて「自分」を精一

杯出し切るプレーをしてほしいと思っています。特に３年

生は、3 年間の集大成となります。これまで日々の練習で

積み重ねてきたことに「自信」と「誇り」をもち、試合が

終わる最後の瞬間まで全力でプレーされることを大いに期

待しています。健闘祈ります！ 
 

《中体連オホーツク大会》 

 日程 試合会場 

ソフトボール 7/1(土) 遠軽ソフトボール場 

サッカー 7/1(土)～7/8(土) 遠軽球技場 

女子バレーボール 7/1(土)～7/9(日) 端野中学校体育館等 

男子バレーボール 7/8(土)・7/9(日) 端野中学校体育館等 

野球 7/8(土)～7/17(月) 訓子府球場･北見市営 

○水泳大会は、全道大会(7/21～7/23)が函館市で開催さ 
れ、本校から 2 名が参加します。 

訓中の生徒は優しく親切です 

 5 月初旬から松葉杖生活を続けていた私でしたが、不便な生

活の中にもちょっとうれしくなる瞬間を訓中の子どもたちか

らたびたびもらっていました。 

生徒の登下校時に私も通勤･退勤等で玄関を開け閉めしよう

とすると、ほとんど 100％と言っていいくらいの子どもたち

が生徒出入り口から隣の職員出入り口まで来て、開け閉めを助

けてくれます。それも当たり前のような顔で、サラッと。はじ

めは優しい子がいるなあと感心していましたが、別の日も別の

子がやってくれます。これには感動すら覚えます。「心」を感

じさせてくれる訓中生。素晴らしいです。（おかげさまで松葉杖もとれ

ました･･･） 

北中との練習試合にて 

日 曜日 14時便 15時便 16時便

1 土

2 日

3 月 ○

4 火 ○ ○

5 水 ○ ○

6 木 ○ ○

7 金 ○ ○

8 土

9 日

10 月 ○

11 火 ○ ○

12 水 ○ ○

13 木 ○ ○

14 金 ○ ○

15 土

16 日

17 月

18 火 ○

19 水 ○ ○

20 木 ○ ○

21 金 ○ ○

22 土

23 日

24 月 ○ ○

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

７月行事予定
ソフトボール、サッカー、バレー

サッカー

参観日

野球第２S

協働農作業（２年）

野球第１S、サッカー、バレー

野球第１Ｓ、バレー
ふるさとまつり郊外生活巡視（P生活）

職員会議　町PTA「はぐくみ講座」

夏季休業日３

野球第２S

海の日

研修日

前期期末テスト（芸体教科）

全校集会　大掃除

夏季休業日１

夏季休業日２

夏季休業日７

※教育相談（～７/１４）

夏季休業日４

夏季休業日５

夏季休業日６



１日防災学校が終わりました。ブルーシート？ 段ボールベッド？ 

 

６月７日、今年度初めての避難訓練を行いました。当日は、避難訓練直前に、雷が鳴ってきてし

まい、急遽校内への避難に変更して行いました。避難は整然と速やかに行うことができました。本

番は各自「野外ホール集合！」を確認できたことも重要なことでした。 

１日防災学校では、日赤看護大の根本教授、北見市救急法赤十字奉仕団の西野さんに協力を頂

き、避難所生活での課題や避難所を開設する際の注意点などの説明を受けました。学級毎にブル

ーシートの上に寝て、ガサガサする音や、床の振動などが響いてくるのを体感しました。段ボール

ベッドを組んでみて、その良さを体感することもできました。よい学びにつながりました。 

インタ教育実習が終わりました！ 

本校の卒業生である稲村拓海さんが、３週間の教育 

実習期間を無事に終えることができました。英語の先 

生を目指していることから、樋渡先生が指導教官とな 

り、全ての学年の授業に入り、多くの経験を積むこと 

ができました。 

また、２学年に所属して、運動会などの大きな学校 

行事を経験できたことも、大きな収穫であったようで 

す。生徒のみなさんにたくさん協力していただきまし 

た。ありがとうございました。 


